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1　は　し　が　き

大豆栽培において，特に晶質低下の大きな要因になって

いる子実病害虫に対しては．その防除時期が大豆生育後期

の茎葉が最大繁茂となる時期のため，薬剤が夷に付着し難

く．防除が難しい現状にある。本試験では，この間超を解
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決すろため，英への薬剤付着増加に主眼をおいて唄頭の試

作改良と散布方法について検討した。

2　供試薬刑と試作供託噴頚

（1）供試薬剤　トップジン止（チオファネートメチル）

（2）試作供試噴頑とその散布法
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3　試験結果及び考察

（1）粉剤散布作業法　　①　T字型噴頭・扇型噴頭は

付着量の上下間差が比較的大きく，また繁茂状態の大豆の

条間に咽頭を挿入するため作業が難しかった。②　多ロホ

ース噴頭は付着量・作業能率とも良好であり，防除効果を

向上させ有効付着濃度を得るためにホース中間部の浮上が

り防止対策と基準散布量の厳守が確認された。

（2）薬剤散布作業法　　①　試作ブームスプレーヤは

吐出量が少ない割に付着量・付着均一性で優れているが．

表1　作　業　能　率

条間に唱ロを挿入するため作業性が悪く，能率も低かった。

②　畦畔散布式動境は到達距離の60％を越える部分で補正

重複散布をすれば，作業能率も高く，防除効果からの付着

量も充分である。

（3）薬剤付着漠度（∬脚）と付着粒子数（y）　　粉剤の

付着濃度と航空散布用黒色調査紙の付着粒子数の間には高

い相関があった（r＝0．756＊1〃＝74（ただし，図2に示

した以外のデータも含む），y＝61．11＋225．52ズ）。粉

剤の付着量は航空散布用黒色調査紙（当試験では最上若美

位置・最下着爽位置・両者の中間に取り付けた）の付着量

有 効 散 布 幅 粗作業人員（人） 延作業時間 （10 8当た り）

T 字 型 噴頭付 背負動 粉 8 畦 1 11 分

扇 型 噴 頑 付 背 負 動 粉 4 畦 1 19 分

多ロホース（10 7托）噴頭付背負動粉 10 仇 2 2 0 分

多 ロホース（2 0 竹l）噴頭付背負動粉 20 仇 2 10 分

試作 ブー ムス プレーヤ 6 畦 5 1 時 間 48 分

畦　 畔　 散　 布　 式　 動 噴 9 仇 4 36 分
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上 ＜ く 0 ．24 0 ．02 0 ．02 ＜

下 ＜ 0．26 0 ．74 0．93 0．81 ＜
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6　畦

畦 1 3 5

上 0 ．07 0．18 0 ．05

下 0 ．29 0 ．28 0．05
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扇型噴頚

（ppm）

地 点 1 2 3

上 0 ．1 2 0 ．1 4 0 ．1 0

下 0 ．1 9 0 ．1 9 0 ．2 1

2

多目ホース（20m）噴頭
3　　　地点

図2　粉剤区の各供試噴頭における葬の位置別付着濃度分析値と調査紙付着粒子数
〔倍率150の際の1視野（1．05d）当たり〕

妻2　液剤区の付着凛度分析値

試作ブームスプレーヤ（203∠／108）

畦 2 4 6

上 2．86 6．9 1 5．3 2

下 6．6 0 5．6 6 4．0 1

注．1．単位は臍，　2．薬液は1500倍の

畦畔散布式動噴（246ヱ／108）
畦 1 3 6 9 1 2

上 8．7 6 2．3 3 3，9 9 4．5 5 1．3 1

下 ‘．7 2 2．0 1 2．9 3 4．9 3 0．9 1

もの を使 用 。

で推定が可能である。またチオフ′ネートメチル剤の有効

付着濃度は夷でおおよそ0．5押t以上であり，回帰式より

0・5押■のときの付着粒子数はおおよそ170粒（倍率150の

際の1視野（1．05研磨）当たり）となった。

4　摘　　　　　要

（1）粉剤では，多ロホース噴頭付背負動粉による散布が

現時点では最も実用的であった。ただし，①多ロホース噴

頭の長さは107托前後とし，⑧散布中のホース浮上がりを防

止するため・400～5007のおもりを2か所につけ，⑧散

布量は4吻／108を下回らないこと，の3点を厳守して散

布することにより防除効雫が発拝される。

（2）液剤では・畦畔散布式動軌こよる散布が，現時点で

は展も実用的であった。ただし，有効散布幅（防除効果の

認められろ距離）は散布液到達距離の60％であるので，こ

れを越える部分は重複散布することとする。

（3）粉剤の夷への付着量は・航空散布用黒色調査紙の付
着量で推定が可能である。


